
なぜケーブルテスターが必要なのですか？ 

もしこれからも音響の仕事を続けていくのであれば、ケーブルの修理や管理はご自身で行いましょう。ケーブルテスター

は安い投資にもかかわらず重要な資産になりますよ。オーディオやシステムのトラブルシューティングに役立ちま

す。Mackie MTest-1ケーブルテスターはケーブル単体の断線やピンアサインを調べるだけではなく、配線済みのケーブ

ルの断線も簡単に検証することができる便利グッツです。

コネクターによって使用する用途が異なるのはなぜですか？

一般的にプロオーディオの世界で多く使われているケーブルに使用されているコネクターは6種類です。バランス接続

のXLRとTRS、アンバランス接続のスピコン、TS、RCA、バナナプラグです。

XLR - 3ピンXLRコネクター（XLR3）はバランス接続でプロオーディオのマイクコネクターとして一般的に採用されてま

す。XLRプラグの1番ピンはシールドに接続されています。その理由として1番ピンが最初に接触するようコネクターが設計

されており、信号接続の前にアース接続が行われるようにするためです。このことによりミキサーなどの電源をONにした

状態でケーブルを抜き差しをしても「ボツ」といったノイズを大幅に減少させることができます。

XLRケーブルはマイクとミキサーや、ミキサーとアンプ、パワードスピーカー間の音声信号伝送のために使われています。

バランス伝送でアースが取れているためRF（無線周波数）/EMF（電磁波）のノイズが音声ケーブルに干渉してしまうのを

防いでくれます。



TRS - Tip/Ring/Sleeveの略です。TRSコネクターはXLR同様バランスタイプ接続ができるコネクターです。TipがHOT（プラス

信号）、RingがCOLD（マイナス信号）、Sleeveがシールド（アース）に接続されています。TipとRingはシールド内部のツイ

ストペア線に接続されています。 

TRSコネクターをモノラル信号のケーブルとして使用する場合、バランスタイプのケーブルであり、Sleeveはケーブル内

部のシールドに接続されています。またTRSコネクターはステレオヘッドホンやステレオ出力を2つのモノラルに分けるY
ケーブルなどにも採用されています。この場合、TipはL、RingはRの信号に使用されSleeveはCOLDに使用されアンバラ

ンス接続になります。

XLRとバランスで使用されるTRSはピンアサイン数が同じ3ピンになり、同じ役割、バランス接続が可能です。例えばミキ

サーの出力がXLR、パワードスピーカーの入力がTRSの場合、XLR-TRSケーブルを使うことによりXLR3ピンオスメスケーブ

ルを使っているのと同じバランス接続になります。

TS - Tip/Sleeveの略です。形状はTRSコネクターと同じに見えますがピン数が異なります。一般的には楽器などのケーブ

ルとして採用されてます。TipはHOT（プラス信号）、SleeveがCOLDとシールド（アース）を併用し接続されています。TSコ

ネクターはアンバランス接続です。

TSケーブルは5m以上の距離で使用するとアンテナのような役割をし、電磁波や無線ノイズを拾ってしまいます。

パワーアンプとパッシブスピーカーを接続するときにTSコネクターを使ったケーブルを使用することがあります。アンプで

増幅された電気信号を伝達するため、耐久性の高いケーブルを使い、アンバランス接続です。ただしTSコネクターが

小さいため高出力のアンプには適してません。

Speakonはハイパワーパワーアンプ、PAスピーカーに適したコネクターでコネクターメーカーNeutrikにより設計開発されま

した。SpeakonはNeutrikの商標です。前述のTS同様アンプとスピーカー接続に使われますが大容量の出力に対応、ま

たロック機構を装備しておりPA業界標準スピーカー用コネクターです。

RCA - 1940年代にモノラル・レコード・プレーヤーとアンプのコネクタを作ったRadio Corporation of America社の頭文字に所

以します。家庭用オーディオやDJ機器、レコードプレーヤーなどで採用されているコネクターです。フォノや赤白ピンとも

呼ばれてます。RCAコネクターはS/PDIFのようにデジタルオーディオのコネクターとしても採用されてます。もちろんプロ

オーディオの世界でも多く使われてます。

小型という利点はありますが接点が2つのみのためアンバランス接続のみです。

バナナプラグ - パワーアンプの出力やパッシブスピーカーの入力に採用されているバインディングポスト端子に接続可

能なコネクターです。振動の影響を受けにくく確実にスピーカーケーブルを接続できるため、ケーブルショート（短絡）に

よる事故を防ぐことができます。



MIDI - MIDIはMusical Instrument Digital Interfaceの略語です。シンセサイザーや電子楽器などのシリアル通信ポートとし

て採用されており、異なる電子楽器間を通信するための世界共通規格です。キーボードや電子ドラム、リズムマシンな

どのさまざまな電子楽器をコンピュータや他のオーディオ機器と接続して通信することを可能にした80年代初頭に開発

された規格です。MIDIの策定に中心的役割を果たしたDave Smithとローランドの創業者である梯郁太郎氏はそれぞれ

2013年にグラミー・テクニカル部門賞を受賞しています。

バランスケーブルとアンバランスケーブルの違いは何ですか？

アンバランスケーブルはシールドなしの2芯ケーブルを使用します。ケーブルはHOT信号線とアース線（COLD線兼用）で

構成されます。

アンバランスケーブルはアース線が音声信号を送るための信号線（HOT）の周りに巻かれています。アース線は信号の

COLD（マイナス）を兼用しておりHOTの信号を外部電波や電磁波などのノイズから保護する役割を果たしますが、COLD
にこれらのノイズがのってしまいます。5m以上配線をする場合、アンバランスケーブル自体がアンテナのような役割を

果たしてしまい、ノイズを拾ってしまうため、プロオーディオ業界では敬遠されます。

バランスケーブルはアンバランスケーブルとは異なり2本の信号線（HOT/COLD)のほかに独立したアース線を持っていま

す。アンバランスケーブルと同じくアース線は信号線の周りに巻かれていて外部電波や電磁波などのノイズから保護す

る役割を果たします。XLR3ピンマイクケーブルと標準TRSフォンは一番多く使われているバランス接続コネクターです。

バランス接続ではHOTとCOLDは逆相の信号、位相が180度ずれた信号を伝送します。これに対しノイズはHOT、COLDとも

に同じ位相で入り込みます。バランス接続の場合、信号は最終的に受信部（ミキサーやアンプなど）でCOLDの位相を反

転させHOT信号にミックスするという処理が行われます。HOT/COLDが同相同士になり信号は倍になり、ノイズは逆相同

士になり打ち消しあいます。この理論は同相信号除去（Common Mode Rejection）といわれてます。

TSコネクタをテストするときにMTEST-1が3つのLEDを表示するのはなぜですか？

MTEST-1のTRS接続はTipが2、Ringが3、Sleeveが1にコネクトされてます。TSコネクターの場合、SleeveはRingと共通で

す。MTEST-1にTSケーブルを接続しセレクターで1、もしくは3を選択した場合、1と3の黄色のLEDが点灯します。これは

SleeveとRingが共通していることを意味します。このように点灯することによりTSケーブルのテストは良好であることを意味

します。TSケーブルのTipは独立しているためMTEST-1で2を選択すると2のみ点灯します。



MTEST-1にはどのようなコネクターが装備されてますか？

MTEST-1には合計14個のコネクターを装備してます。各形状のコネクター、それぞれ2個づつ入力コネクターを装備し
てます。このことによりケーブルの両端をMTSET-1に接続しテストすることができます。MTEST-1には以下のように一般的
に使われているコネクターを装備してます。

• ステレオミニ（TRS/TS)

• バナナプラグ

• 標準（TRS/TS)

• MIDI

• RCA/Phono

• XLR3ピン（オス／メス）

• スピコン（4ピン） 

MTEST-1のCONTUNUITYとは何ですか？

CONTUNUITY（導通）テストとはケーブルが機器等に接続されている状態で、信号が正確に流れているか否か瞬時に

確認できるテスト方法です。回路が開いているか閉じているかをテストする方法で回路が閉じているとき、ケーブルが

ちゃんと接続されて途中で断線していないときに正しい接続と判断します。

MTEST-1の場合、BANANA/CONTUNUITY端子に付属の赤黒のケーブルを接続しテストをします。ケーブルがちゃんと接

続されて途中で断線していないときLEDと｢ビー｣といったブザー音でお知らせします。途中でケーブルが抜けてたり、断

線している場合は何も反応がございません。

導通テストで意外と役立つテスト
• ヒューズの断線調査

• 導体がオープンなのか、ショートしているのか

• スイッチが正常に動作しているか 
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